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令和３年から 0.01 ポイント増加。30～34 歳の第２子出生数が増加傾向に 

令和４年奈良市合計特殊出生率について 

 令和４年の本市における合計特殊出生率（一人の女性が一生に産む子供の平均数を示

したもの）は「1.20」となり、令和３年の「1.19」から 0.01 ポイント増となりました。 

報道資料 

Press release 

・令和４年の本市における合計特殊出生率は、1.20（令和３年の 1.19 から 0.01 ポイン

ト増）となりました。出生率が前年と比較して増加したのは平成 30 年以来。 

・出生数は 1,963 人（令和３年 1,992 人、前年比 29 人減）。 

令和 4 年の合計特殊出生率は、全国及び奈良県で減少しており、全国は 1.26（前年比

0.04 ポイント減）、奈良県は 1.25（前年比 0.05 ポイント減）。奈良市だけでなく女

性人口・出生数の減少は全国的な流れとなっています。 

・出生数減少の流れにあって、奈良市ではボリュームゾーンである 30～34 歳の出生数

が増加しており、特に「第２子」以上の出生数が令和３年に比べて 10％と増加傾向に

あります。30～34 歳の第２子以上の出生数増加が、令和４年の出生率を押し上げてい

ると考えられます（５P）。 

【第１子】R3：315 人  R4：320人（1％増） 

【第 2子以上】R3：382人 R4：422人（前年比 10％増）  

・奈良市では、様々な子育て施策に取り組んでおり、「奈良市なら安心して産み育て

られるかもしれない」「第１子で子育てしやすかったので第２子も奈良市で産みた

い」という方々の後押しになったと考えています。 

   【おむつ月額定額サービス（R2.12.1）、使用済みおむつ回収（R2.10.15） 

     コットベット（折り畳みベッド）（R2.12）、ふるさと納税「ひとり親家庭等支援事業」

（R3.12）、子どもセンターオープン（R4.4）等】 

・令和５年以降も「一般不妊治療等助成事業（上限額 10 万円）R5.1～）」「子ども医

療費助成制度の高校生までの拡大（R5.4～）」「第 2 子目以降の利用者負担額（保育

料）無償化（R5.4～）」「妊婦健康診査補助券の追加交付（R5.9～）」「すまいる

mamaサポート（産後ケア事業）（R6.1 月から利用料値下げ）」等の奈良市独自支援

を実施。第２子以降の課題となっている「費用面」「不妊治療」等、市民のニーズに

あわせた支援を進めています（７～９P）。 

・（参考）令和４年の奈良市人口推移：日本人は 2001 年以降、過去 22 年で最大値（9P） 

・(参考) 令和５年の奈良市人口推移：過去 10 年間で２番目。５年連続の社会増。 
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１．令和４年合計特殊出生率について                               

■合計特殊出生率とは 

合計特殊出生率とは、女性が出産可能な年齢を 15歳～49歳と定義し、それぞれの出生率を出し、

足し合わせることで人口構成の偏りを排除し一人の女性が一生に産む子供の平均数を示したもの

です。 

 

令和４年奈良市合計特殊出生率(※1)  1.20（令和３年は 1.19）      

合計特殊出生率 ＝ 

 
15～19歳の母の出生数(※2) 

×５＋・・・＋ 
45～49歳の母の出生数(※2) 

×５ 
15～19歳の女性の人口(※3) 45～49歳の女性の人口(※3) 

※1  厚生労働省の調査票情報（人口動態調査）を用いて奈良市が独自で集計   

※2 出  生  数：厚生労働省「令和４年人口動態調査の母の年齢（5歳階級）別出生数」 

※3 女性の人口：令和４年 10月 1日現在の住民基本台帳 15 歳から 49歳の 5 歳年齢別女性人口 

     

■奈良市における令和４年合計特殊出生率について 

合計特殊出生率は、1.20（令和３年の 1.19から 0.01ポイント増）でした。女性人口(15歳～49

歳)が 64,367人（令和３年 65,851人）で前年より 1,484人の減少、出生数は 1,963人（令和 3年

1,992人、前年比 29人減）で、女性人口・出生数ともに減少しているものの、年齢階級別では 30

～34歳の母の年齢階級で増加傾向が見られました。 

※合計特殊出生率の算出に用いた 15 歳及び 49歳の出生数にはそれぞれ 14歳以下、50 歳以上を含む。 

 

母の年齢 

階級 

出生数（人） 女性人口（人） R04 

(①÷③×5) 

R03 

(①÷③×

5) 

①R04 ①R0３ ①-② ③R04 ③R0３ ③-④ 

15～19歳 7 8 -1 7,616 7,671 -55 0.00460  0.00521  

20～24歳 94 130 -36 8,297 8,391 -94 0.05665  0.07746  

25～29歳 468 472 -4 7,288 7,356 -68 0.32108  0.32083  

30～34歳 742 697 45 7,694 8,005 -311 0.48219  0.43535  

35～39歳 513 533 -20 9,556 9,646 -90 0.26842  0.27628  

40～44歳 136 151 -15 10,503 10,832 -329 0.06474  0.06970  

45～49歳 3 1 2 13,413 13,950 -537 0.00112  0.00036  

合計 1,963 1,992 -29 64,367 65,851 -1,484 1.19880  1.18519  

 

 

 

 

≒1．20（小数点第３位四捨五入） 
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■奈良市と全国及び奈良県 令和４年合計特殊出生率の比較について 

注：奈良県及び全国の数値は厚生労働省の発表概数 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．出生数に関するデータ                        

■奈良市における出生数および女性人口（15～49 歳）の推移について 

区分 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 

出 生 数 2,632 2,523 2,549 2,448 2,301 2,324 2,160 2,057 1,992 1,963 

出 生 数 

対前年増減 
△ 36 △ 109 26 △101 △147 23 △164 △103 △65 △29 

出 生 数 
対 前 年 比 

△1.3% △4.1% 1.0% △4.0% △6.0% 1.0% △7.1% △4.8% △3.2% △1.5% 

女性人口 76,929 75,826 74,495 73,727 72,132 70,429 68,851 67,446 65,851 64,367 

女 性 人 口 

対前年増減 
△1,147 △1,103 △1,331 △768 △1,595 △1,703 △1,578 △1,405 △1,595 △1,484 

女性人口 
対前年比 

△1.5% △1.4% △1.8% △1.0% △2.2% △2.4% △2.2% △2.0% △2.4% △2.3% 

注：女性人口については、奈良市の住民基本台帳(10 月 1日現在)に基づく数字を使用 

 

 

 

 

 

区分 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 Ｒ03 Ｒ04 

奈良市 1.26 1.25 1.29 1.28 1.23 1.28 1.23 1.20 1.19 1.20 

奈良県 1.31 1.27 1.38 1.36 1.33 1.37 1.31 1.28 1.30 1.25 

全国 1.43 1.42 1.45 1.44 1.43 1.42 1.36 1.33 1.30 1.26 
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■母の年齢（5 歳階級）別 第１子出生数と構成比率の推移（奈良市） 

年齢階級

（歳） 
H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 

15～19 
27 

（2.2%） 

39 
（3.1%） 

24 
（2.0%） 

19 
（1.7%） 

14 
（1.3%） 

18 
（1.7%） 

16 
（1.6%） 

16 
（1.7%） 

7 
（0.8%） 

6 
（0.7%） 

20～24 
123 
（9.9%） 

110 
（8.8%） 

87 
（7.4%） 

102 
（9.0%） 

97 
（9.2%） 

104 
（9.8%） 

82 
（8.1%） 

91 
（9.4%） 

86 
（9.3%） 

64 
（7.2%） 

25～29 
430 

（34.6%） 

386 
（31.0%） 

356 
（30.1%） 

348 
（30.6%） 

327 
（31.1%） 

306 
（28.8%） 

336 
（33.2%） 

313 
（32.4%） 

297 
（32.3%） 

282 
（31.6%） 

30～34 
384 

（30.9%） 

432 
（34.7%） 

428 
（36.2%） 

419 
（36.8%） 

366 
（34.8%） 

387 
（36.5%） 

355 
（35.0%） 

332 
（34.3%） 

315 
（34.2%） 

320 
（35.9%） 

35～39 
229 

（18.4%） 

229 
（18.4%） 

238 
（20.2%） 

200 
（17.6%） 

201 
（19.1%） 

200 
（18.9%） 

182 
（18.0%） 

166 
（17.2%） 

163 
（17.7%） 

169 
（19.0%） 

40～44 49 
（3.9%） 

50 
（4.0%） 

46 
（3.9%） 

48 
（4.2%） 

44 
（4.2%） 

45 
（4.2%） 

40 
（3.9%） 

46 
（4.8%） 

52 
（5.7%） 

47 
（5.3%） 

45～49 
1 

（0.1%） 

0 
（0.0%） 

2 
（0.2%） 

3 
（0.3%） 

3 
（0.3%） 

1 
（0.1%） 

2 
（0.2%） 

3 
（0.3%） 

0 
（0.0%） 

3 
（0.3%） 

合計 1,243 1,246 1,181 1,139 1,052 1,061 1,013 967 920 891 
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■令和４年 出生における母の年齢５歳階級別・出産順位比較（奈良市） 

令和４年は前年に比べて第２子以上の出生は前年に比べて 10%増加しており増加傾向にあります。 

R3： 382 人 R4：422 人（前年比 10％増） 

区 分 総数 15～19 歳 20～24 歳 25～29 歳 30～34 歳  35～39 歳 40～44 歳 45～49 歳 50 歳以上 

１児  891  6 64 282 320  169 47 2 1 

２児  765  1 24 142 328  224 46 ― ― 

３児  233  ― 6 34 71  88 34 ― ― 

４児  57  ― ― 5 19  26 7 ― ― 

５児  9  ― ― 3 1  4 1 ― ― 

６児  6  ― ― 2 3  1 ― ― ― 

７児  1  ― ― ― ―  1 ― ― ― 

８児以上  1  ― ― ― ―  ― 1 ― ― 

計  1,963   7   94   468   742    513   136   2   1  

 

■（参考）令和３年 出生における母の年齢５歳階級別・出産順位比較（奈良市） 

区 分 総数 15～19 歳 20～24 歳 25～29 歳 30～34 歳 35～39 歳 40～44 歳 45～49 歳 50 歳以上 

１児  920   7   86   297   315   163   52  ― ― 

２児  740   1   33   132   292   219   62   1  ― 

３児  254  ―  11   34   68   117   24  ― ― 

４児  62  ― ―  5   20   27   10  ― ― 

５児  13  ― ―  4   2   5   2  ― ― 

６児  3  ― ― ― ―  2   1  ― ― 

７児 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

８児以上 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

計  1,992   8   130   472   697   533   151   1  ― 
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■第１子出生平均年齢と女性の平均初婚年齢の推移（全国・奈良県・奈良市） 

 

女性の平均初婚年齢                第１子出生平均年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年 全国 奈良県 奈良市 

H25 29.3 29.3 29.4 

H26 29.4 29.4 29.3 

H27 29.4 29.4 29.6 

H28 29.4 29.5 29.5 

H29 29.4 29.4 29.5 

H30 29.4 29.4 29.2 

R01 29.6 29.7 29.8 

R02 29.4 29.4 29.1 

R03 29.5 29.4 29.8 

R04 29.7 29.7 29.6 

 年 全国 奈良県 奈良市  

H25 30.4 30.4 30.3 

H26 30.6 30.3 30.4 

H27 30.7 30.6 30.8 

H28 30.7 30.6 30.7 

H29 30.7 30.8 30.7 

H30 30.7 30.7 30.7 

R01 30.7 30.6 30.6 

R02 30.7 30.6 30.5 

R03 32.2 32.2 30.8 

R04 30.9 30.9 31.2 
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３．（参考）「奈良市結婚と出産に関する意識調査（令和５年）」抜粋             

調査期間  令和５年８月１日（火）～８月15日（火） 

回答者数：1238人（結婚されている方 988件、独身の方 250件） 

理想の子どもの数と、予定する子どもの数は、いずれも「2人」が最も多かった。また、実際に【予

定する子どもの数が、理想の子どもの数よりも少ない理由】としては、「子育てや教育にお金がか

かりすぎる」が６割以上となり、金銭面で第１子以降を選択しにくい状況が明らかに。 

奈良市ではニーズを把握したうえで、「一般不妊治療等助成事業（上限額10万円）R5.1～）」「子

ども医療費助成制度の高校生までの拡大（R5.4～）」「第2子目以降の利用者負担額（保育料）無

償化（R5.4～）」「妊婦健康診査補助券の追加交付（R5.9～）」「すまいるmamaサポート（産

後ケア事業）（R6.1月から利用料値下げ）」等の市独自支援を実施。また、市役所内の男性育休取

得率の取り組み等を進め、啓発を行っています。 

 

■現在の子どもの数・理想の子どもの数、予定する子どもの数（奈良市） 

回答数 988（10代２人、20 代 92人、30代 487人、40代 321人、50代 86人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■予定する子どもの数が、理想の子どもの数よりも少ない理由（奈良市）複数回答可 

回答数 192人（10代１人、20代 45人、30代 128人、40代 18人） 
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４．（参考）市民課窓口でのアンケート結果（抜粋）                    

調査期間 令和５年３月１日～令和５年５月 31日 

回答者数：1064人 

（奈良市への転入者：444 人、奈良市外への転出者：401 人、市内から市内への転居：216人、不明：３人） 

 

奈良市への転入者 444人に「奈良市に引っ越した理由」を聞いたところ、「子どもあり」と「子

どもなし」でその理由が異なることが分かった。特に、子どもがいる世帯については、「子育て・

教育環境が良い」という理由が大幅に伸びており、「奈良市の子育て環境」が居住選択に影響を与

えていることが見てとれる。 

 

転居先の選定理由（複数回答可） 
子どもなし

（実数） 

子どもなし

（割合） 

子どもあり

（実数） 

子どもあり

（割合） 

学校・職場が近い 180 49% 16 22% 

その他 29 8% 10 14% 

治安が良い 20 5% 7 10% 

交通・買い物の便が良い 67 18% 15 21% 

親族・知人が近い 64 17% 25 34% 

周辺が静か 34 9% 13 18% 

自然環境が身近 26 7% 9 12% 

家賃・住宅価格が手ごろ 50 13% 7 10% 

子育て・教育環境が良い 4 1% 16 22% 

社宅・寮への入居 32 9% 4 5% 

回答者数（人） 371 73 
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５．（参考）奈良市における令和４年の人口推移                                  

今回の令和４年の合計特殊出生率の背景にある令和４年の人口推移について説明します。 

・令和４年の転入超過数は過去 10 年で最大値 

・日本人は 2001 年以降、過去 22 年で最大値※1 

・外国人は 2013 年以降※２過去 10 年で最大値 

・2019 年に転入超過に転じて以来、４年連続で社会増を達成。 

・20 代前半（20～24歳）の転出超過の拡大がストップ。 

・減少傾向にあった転入者総数も大幅に増加（前年比＋558 人） 

・「共働き子育てしやすい街ランキング 2022」（日本経済新聞社、日経 xwoman）では

関西 1 位・全国 6 位 

・年少人口(0～14 歳)の転入超過数は関西 1 位。4 年連続の転入超過 

・年少人口の社会増減は 2018年以降増加傾向 

・生産年齢人口の社会増減も 2018年以降一貫してマイナス改善傾向にあり 2022年は－８４

人まで回復し、プラス圏も視野に入ってきた。 
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※１：2012 年以前は暦年、2013 以降は年度での集計（総務省の集計方法変更による） 

※２：外国人登録法が廃止され外国人住民も住民基本台帳へ記載されることとなった。 

 

拡大傾向にあった 20 代前半のマイナ

スが 2022 年に改善に転じた 
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６．（参考）奈良市における令和５年の人口推移 速報値                                 

令和５年の社会増減数は令和４年の 842 人から 201 人減少し 641 人となったものの、過

去 10 年間で２番目の数字となった。また、５年連続の社会増となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口に関するデータ分析等は総合政策課へ、移住定住施策については秘書広報課へ、その他の施策

については、各担当課までお問合せください。 


